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の衰退について議論する．平成 11年には 33,088店舗あった小売店の事業者数が，平成 14年には
29,939店舗，平成 16年は 28,914 店舗，平成 19年は 26,964店舗と大きく減少している．売上高にお
いても同様に，平成 11年には 33.9億円の年間販売額があったが，平成 14年には 30.0億円と落ち込
んだ．その後多少回復し，平成 16年には 30.4億円，平成 19年には 30.2億円の年間販売額をあげて
いる．この内訳を詳細に見ると，まず第 1に，事業所数では平成 11年には全体の 71.1％を占めてい
た専門店が平成 19年には全体の 66.1％へと減少している（図表 1）．年間販売額の点でも，専門店の




































































































































































マッサージなどの店舗が 4％弱，娯楽施設が 4％弱，その他のサービス産業が 5％弱となっている．
図表 3．商店街内店舗における業種の分布
次に，今の業種でのお店の創業時期を見てみると，創業時期が江戸時代以前の店舗が 4.5％，明治
時代が 7.5％，大正時代が 1.5％，昭和 1-10年が 3.0％，以下 10年ごとに，昭和 11-20年が 6.0％，昭
和 21-30年が 7.5％，昭和 31-40年が 0％，昭和 41-50年が 10.4％，昭和 51-60年が 11.9％，昭和 61年



































店舗面積は，20㎡未満が 11.8％，20-40㎡未満が 19.1％，40-60㎡未満が 19.1％，60-80㎡未満が
13.2％，80-100㎡未満が 7.4％，100-200㎡未満が 7.4％，200-300㎡未満が 4.4％，300-400㎡未満が 7.4％，









己）所有 借家 共同店舗 テナント 合計
20代 0 1 0 8 9
30代 1 5 0 12 18
40代 3 2 0 7 12
50代 6 5 2 4 17
60代 7 2 0 3 12
70代以上 3 1 0 0 4
合計 20 16 2 34 72
代表者の年齢
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図表 10．各店舗の過去 10 年間の景況判断（基準点当時開店していなかった店を除く有効回答 ＝ 100 ％として）
この原因について，顧客の特性（顧客の年齢構成，男女比，地元客か観光客か）がどのように影
響しているのかを調べるために相関係数を図表 11に示す．5年前の客数との比較と男女比との間で
ごく弱い負の相関がみられる（－ , 279, ＜ 0.1）ことから，女性を中心的顧客とする店舗が当時と比
べて悪くなったと認識する傾向が若干あるといえる．
図表 11．売上・客数・顧客構成の相関係数
























































































そう思わないを 1－ 5点の 5点尺度で質問した（N=69）（図表 13）．その結果，服飾についてはそう
思う店が比較的多く（平均値 2.21，標準偏差 0.92），（平均値 2.48，標準偏差 0.97），土産物・小物，
飲食店（平均値 2.48，標準偏差 0.97），本屋などについては中立的な答えが返ってきた．一方で，遊





































































































































































































策（京都らしさの演出など）」に対する考え方を重要―重要でないという 1－ 5の 5点尺度で質問し
た（図表 17）．その結果，文化政策（平均値 1.83，標準偏差 .923），交通政策（平均値 1.97，標準偏
差 .941）について重要であると感じる店舗が多く，建築・都市計画法関連（平均値 2.35，標準偏差 1.097）
や商業振興関連の政策（平均値 2.23，標準偏差 .920）については重要であると感じる店舗の比率が比
較的低かった．商業団体との関係についても重要－重要でないという 1－ 5の 5点尺度で質問したと




























































































































































































































































































































































































































































































Evolutional Changes in the Market Mall
－－ Perception of Evolution in K market mall in Kyoto －－
Naoe IMURA
ABSTRACT
This research focuses on the changes in a market mall in Kyoto.  This is the part of the fi rst panel research of the K 
market mall.  K market mall is the major market mall street in Kyoto, which has a long history.  It played an important role 
in terms of society, economic and culture in Kyoto.  Many members of the market mall have started their business before 
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WWII; on the other hand it invites many new comers: about 10% of the shops started their business within a year.  
This research shows that many shops disappointed about the drops of the business in K market mall for the last 10 
years.  It was affected by both internal（closure of land mark shops, increase of amusement facilities which open all night）
and external factors（many fashionable shopping malls open in Kyoto and Osaka）.
Historically, K shopping mall was known as the shopping malls for students, but seemingly the shopping malls lost its 
icon these days.
